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『
日
本
外
美
幽
薗
回

選
択の
忠

テ1沼運軍曹

』
の
もとで
の
日本の
進
路で
あ

る一回

申平和
友
好条約
交渉の
焦
点となっ

てい
る『
扇（
は）
権』
問題を
ど
ヨ

欽う
かに
筆
者の
考
え
方が、
明確
に

打ち
幽され
てい
る・

、つ
ま
P、
一
九八
O年に
期
限の
濁

了
する申
y友好関盟
相互援
朗
条
約

につ
い
て、
申
yが
どうい
う
出
方を

するの
か
を
見
極め
るまで、
条
約
盟問

結
を待
てとい
う・
双
方は
期
限満
了

の一
年
前、
一
九
七
九年
春に
限
度
を

朗
らかに
する乙
とに
なっ
てい
る－

m小
平が
外交の
第一
線に
立っ
た
閉

国は、
な
ん
らかの
形で
ツ
速
との
関

係
改
苔をほ
か
るかもしれ
ない
と
み

て、
日本
は、
そうし
た
変化に
対
応

で
きる
フ
PIハ
ン
ド
を
持ち、
選
択

的
外交を
進め
る
よう
境
審ずる。

同
国を
写門
と
する
筆者の
分
析は

鼻
白
的
問題に
取り組みなが
ら、
自

信
に
満ち
てい
る
とさ
え
感
じ
られ

岬Q。H一県津
経済
新
一担位。
一、
二
00



泊
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係、外交に関するもの
霊とめ

月
FU

ZF

た。

FD
，
d々f

制HA日
開，v

平
サ／

TJ酬剛山v
，d

志ず、日中平和
友好条約交渉

8
tj

h
ll

をめぐる彼大の焦点の「
震」

引

人
手
、

山
ι「

図解を太れて解説
問題についてーその背後にある

6ク

中ソ対立など厳しい恩際政治の

耕

々

非£．gまじが」
現実を分析、「
語」の設いは

日
ofd月tit－－1・ijit－－－24
【わが国外交にとづて峨後最大t

均時
／

y
m笛
芸警
の試練」と位置づ貯ている。

ムJ
・1
ト
体力づく必
ずおおりか
「アジアの
寝
室のくだ

mi
L
唯

ら、日常的島義で長続きする
りでは、郷小平氏の劇的な一室

lzr一一
体力づくりを解説している・自活など雲間派の台m闘について、

‘
62’
分の体力と
弱点を
自分で判定
申闘が「毛沢東時代と巡って政

lI
Aパ，
J

し、
健
康
法
を
選
択
で
き
る
よ
う
に

策
的
・
選
択
的
な
外
交
を
展
開
し
得

、
工夫してあり
実用的だ。とくにる相手」となっ
ただけに、日米

F．，健康法は、朝と夕方の途い、臓
にとって『かなり事とわい相

一
ldtや年齢別に
好適
な穏煩冷関解
手」とみる。

入り
宮解説レている。マヅサl
｛
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’eMジの
ツポなど殉果的な働所も一環。円）．

‘されてい唱。智治
信奮
気
天才のプロフィル

助教盛時1
ント0．γν
三
唱

．．

 

e（

鍵山総村

文化協会・
九00・
「
刀箆
源滑m

の命蕩」

、
円｝ぷヘ、e
L，
・7、
『

岡野世明人撞唖

「覇権」の背

後分析ソ
れ
持注まれ、
捜季語じく

生きて去った
刀匠・
澱消回日｛山

！
「白旗外受の
湯沢」

油開環）が聞出した作品とその生S

J

申嶋回晴雄穂、
方に、
同郷の隣人である
弱者は

e
著者は、松
本市山富の
袈原一外
ひかれていた。そして渇いたの

図語大教授で、
現代中国研究に
が本省である。

、縞広〈
活動中・
杢曾は、過去十
出削瞬間の人間像に泊ろうと、創

年聞に、水紙はじめ多くの紙誌作の形をとった「附夜のmM出ー

に貌幅唱した
評論のうち、一国際凶刀隠滅
椅憾の中品川出」と、とれを
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室賀

F現代の経済学者』
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「昭和塾』

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
考
え
方

『
日
本
外
交
の
選
択』

｜｜
米
中
ソ
世
界
戦
略
の
は
ざ
ま
で
Il

と
の
本
は、

著
者
が
過
去一
O
年

に
わ
たっ
て
執
筆
し
て
き
た
評
論の

中か
ら
国
際
関
係
や
外
交に
関
連
し

た
もの
を
選
び、
一
冊
に
ま
と
め
た

も
の 。
日
本
外
交の
選
択、
日
中
関

係の
視
座、
中
ソ
冷
戦の
時
代、
ア

ジ
ア
の
国
際
環
境
の
四
つ
の
章
か
ら

成っ
てい
る 。

第一
章
は、
今
日
本
が
当
面
し
て

い
る
日
中
平
和
友
好
条
約
究渉
に
お

け
る
日
本
外
交の
選
択
と
い
う
問
題

を
取
り
扱っ
て
お
り 、
き
わ
め
て
時

宜
に
か
なっ
てい
る 。

著
者は、
中

ソ
対
立
の
現
局
面
と
「
覇
権」
の
由

中
嶋

嶺
雄
著

来
を
分
析
す
る
と
と
に
よっ
て
「
覇

権」
条
項の
危
険
性
を
指
摘
す
る 。

そ
し
て 、
条
約
に
対
す
る
日
本
外

交の
選
択の
前
提
条
件
と
し
て 、
第

一
に
よ中
ソ
対
立
の
将
来に
変
化の
可

能
性
が
あ
り 、

毛
沢
東
以
後の
中
国

の
方
向
を
展
望
す
る
と
と
が
最
低
限

必
要な
と
と
を
挙
げ
る 。
第二
に、

中
ソ
等
距
離
外
交と
い
う
受
動
的
な

外
交
姿
努の
体
質
か
ら
脱
し
て、
中

ソ
に
対
す
る
「
ダ
イ
ナ
ミ
y

ク・
バ

ラ
ン
ス」
外
交へ
の
転
換
を
説
く 。

第
三
に 、
ソ
連の
脅
威に
対
す
る
認

践
を
高め、
迂
図
的
かっ
柔
軟
走
外

表
示
を
す
る
七
九
年
四
月
と
い
う
時

点に 、
毛
以
後へ
の
中
国
に
つ
い
℃

の
確
固
た
る
見
通
し
が
可
能で
あ
る

の
で、
日
中
条
約
に
つ
い
て
の
選
択

に
し
ば
ら
く
の
時
聞
を
か
け
る
と
と

を
主
問医
し
て
い
る 。

評
者
も、
ζ
の
三
月の
全
国
人
民

代
表
大
会
で
決
着
を
み
な
かっ
た
護

国
鋒
指
導
部の
内
部
対
立
は、
明
年

四
月の
中
ソ
条
約
に
対
す
る
意
思
表

山川
川川川r

示の
時
点
で、
中
国
外
交の
選
択
を

交
戦
略に
基づ
〈
広
範
な
外
交
戦
略

め
ぐ
る
論
争に
よっ
てピ
ー

ク
に
逮

を
検
討
す
る
ζ
と
を
求
め
て
い
る 。

す
る
だ
ろ
う
か
ら 、
日
中
条
約へ
の

第
四
に、
日
中
関
係の
緊
密
化は 、
一

態
度
決
定
は、
最
小
限、
明
年
四
月

ア
メ
日
カ
の
アジ
ア
に
お
け
る
勢
力

ま
で
待つ
べ
き
だ
と

考
え
て
お
り、

均
衡の
枠
組
み
を
崩
さ
ない
範
囲
に

著
者の
見
解
と

全
く一
致
す
る 。

お
い
て
の
み
行
な
わ
るべ
き
だ
と
し

結
局、

著
者は、
条
約
が
中
国の

て
お
り、
日
中
関
係
を
国
際
関
係の

世
界
協同
略
を
背景
に
し
た
き
わ
め
て

中で
と
ら
え
るバ
ラン
ス
の
と
れ
た

殺
略
的
色
彩の
漫い
もの
だ
と
確
認

考
え
方
を
提
示
し
てい
る 。

さ
れ
る
か
ぎ
り 、
日
本
は
「
覇
権」

と
うし
た
前
提
条
件に
基づ
い
て

条
項
入
りの

条
約
と
い
う
前
例の
な

当
面の
日
中
平
和
友
好
条
約へ
の
対

い
条
約
を
結
ぶべ
き
で
は
ない
と

結

応
と
し
て 、
「
覇
権」
条
項の
前
段

諭
し
て
お
り、
き
わ
め
て
説
得
的
で

と
後
半
を
切
り

離悼
し、
い
わ
ゆ
る
第

あ
る 。

三
国の
「
覇
権」
に
つ
い
て
は
ζ
れ

第二
章
は、
主
と
し
て一
九
七ニ

を
拒
否
す
る
と
か 、
あ
るい
は
文
商

年の
日
中
国
交
正
常
化
を
め
ぐ
る
目

上
ない
し
は
表
現
上の
妥
協に
よっ

本の
対
応、
第
三
章は
中
ソ
対
立
の

て
合
意
す
る
と
か、
い
く
つ
かの
文

歴
史
的、
繕
造
的
分
析に
当
て
ら
れ

言
上
の
選
択
は、
問
題の
本
質
的
な

て
い
る 。
中
ソ
対
立
の
今
後に
つ
い

解
決に
つ
な
が
ら
ない
と
と 、
一
九

－
だ
は
「
毛
沢
東
型の
対
ソ
認
畿
を
継

八
O
年
四
月で
期
限の
切
れ
る
中
ソ

承
す
る
リ
ー
ダ
ー

が
中
国
共
産
党の’

友
好
同
盟
援
助
条
約に
中ソ
が
意
思

後
継
指
導
体
制
を
引
き

継
ぐ
湯
合に

は、
中
ソ
和
解は
き
わ
め
て
困
難」

と
し
て
い
る
が 、
ζ
の
評
論
は
七
六

年に
書
か
れ
た
もの
で
あ
る 。
昨
年

後
半の
鄭
小
平
再
復
活、
第一
一
回

党
大
会、
本
年
前
半の
全
国
人
民
代

表
大
会
等々
の
中
国
内
政の
変
化
と

い
う
新
しい
条
件
が
加
わ
ね
ば、
著

者の
見
解
が
ど
の
よ
う
な
広が
り
を

持っ
て
〈
る
か、
今
後の
論
稽に
期

待し
た
い 。

第
四
章の
アジ
ア
の
国
際
環
境
は

ア
メ
F
カ
の
ベ
ト

ナ
ム
撤
退
後の
ア

ジ
ア
に
お
け
る
中
国の
脅
威
を
位
置

づ
け、
アジ
ア
の
平
和へ
の
日
本の

対
応の
あ
り
方 、
中
国の
世
界
臨戦
略

と
アジ
ア
政
策
な
ど
アジ
ア
に
お
け

る
日
本の
対
応に
当
たっ
て
必
要
な

基
本
認
践
が
きめ
と
ま
か
〈
m論
述
さ

れ
て
い
る 。

以
上
の
よ
うに、

著
者は
単
に
国

際
情
勢
を
F
アル
に
客
観
的
に
分
析

す
る
と
い
う
国
際
関
係
論の
枠
内
に

と
ど
ま
ら
ず、
一
貫し
て
日
本の
外

交
的
選
択
と
い
う
視座
に
立っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る 。
日
中
平
和
友
好

条
約
を
ど
う
み
る
か
ll

全
国
民
的

コ
ン
セ
シ
サ
ス
が
迫
ら
れ
てい
る
現

在、
わ
が
オ
ピニ
オン
リ
ー
ダ
ー

厨

は、
著
者の
問
題
提
起に
よっ
て
理

解
を
深
め
る
ζ
と
が
で
き
よ
う 。

サンケイ新聞除鋭餐員
柴
悶
穏

（
東
洋
経
済
新
報
社
一一一
O
O
同）
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目別
精
力
的
に
ア
ジ

ア問脳
に
つ
い
て
発

明
か
し
た
の
が
こ

の本
で
あ
る。
い
ま
を、
，
対
中
飲

弱外交ψ
と
捉
え、
さ
旬
b
れ
る
著
奇
た
け
に、
中

ソ対立
な

月
言
を続
け
て
い
る
申

慢
の
最

近著
で

臼
中
平
和
友
好
条
約
の
問
題
で
日
本
が
び
し
い

蓄
を
発
し
て
い
る。

ど
中
国
問
題
に
関
す
る

記述
に
持
費

取引
あ
る。・

警が

過去十
年
間に
わ
た
っ

さ
2
し
℃
い
る
こ
と
を
喜
は
ひ

毒
の
主
つ

主
つ

が深
い
必
み

があ
り、

審
力
が
あ
る。

市

て
窃
い
た
評
論
の
中
か
ら、
国
際

関係
と
つ
の

盛大
な

法択
の
岐
路
と
捉
え、

と
咋山
入
り

な市謹
に
よ
っ
て
濃
い
衝
度

こ
の
広
の
強
さ
は、
や
は
り、
周一代

仰
や
外
荏
関
連
レ
た
も
の
を
替、
巧

刊
み
に
斐ロ
さ
せ
て一

号
本
に
ま
と
め

グ
A

3
3

正
巳

、
J
hA
ZA

f
c

ト
巳

5
u

即
日
誌

諮
問
刊
誌ザ

事

祐
イ
庁
比

重

要
制口

説

く

HM
し
て
古
さ
荘
厳
じさ
せな
い。

事
こ
の
本
の
タ
イ
トル
「

塁
外
諸

島

嶺
雄
著

………
関
議
ト
・
ω…
鱈
顕

『

選
択」
と
い
う
吾
容
震
は、
米、

一日…Hr－－…
江
川口1…………
；・・
2nv…・
＼ズιU
3
・・
5
5

ソ、
中
の
三
大
国
が
っ
く
り
な
す
勢
力

の
バ
ラ
ン
ス
の
中
で、
日
本
は
い
ま
逃
「
問
地」
問
砲
の

虚剖宜的
手訊
ぬ
（
レ

を
与
志「つ
れ
て
い
る。
熱
っ
ぽ
い
文
明嵐
申
図
像
の

検証
の
結果
得
ら
れ
た
あ
る

択
の
阪
路
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
あ
っ
さつ〉
に
必
い
て
い
る。
「
ソ
速
に

の
ス
タ
イ
ル
は
ま
さ
に
い
つ
も
の
中
嶋
積
の
「

中国
像」
を
前
鑓と
し
て、
目

白、
そ
の

権大
な岐
路
に
お
い
て
ど
れ
た
い
す

る笹成
の

あまり、
条
件
反
射
氏
特
有
の
も
の
で
あ
る。
と
く
に、
一湯

本
外
交
な
り
ア
ジ

ア情
鈴
な
り
を

章。

存
の
こ
孝一

躍す
べ
き

か舟訴
さ

的
に

中国
へ
の
後

道

子」
態
度

代

置
に
つ
い
て

の襲
あ
る

警
で

ん
と
分
別
レ
て
い
る
と
こ
ろ
に
あ
る。

したが
っ
て、
こ
の
本
が、
ア
メ
μ
カ

外
交
の
内

在的把経
な
り、
ソ
逮冗
交

の
民
深
い
分
別
は
り
に
よ
っ
て
勾
J
れ

た
とキ」、
日
本
の
ア
ジ
ア
政
匂
の
ι停

は
ひと
泌
り
般
う
こ
と
に
な
る
と
い
え

る
だ
るつ。
なに
は
と
も
あ
れ、
湾
缶
の
会
駄
な

γ
ジ

7a
に
合
ま
れ
る
得
が
た
い
情
実

と
示
唆
に
後
す
る
こ
と
に

再三怒
ず

る
読

者は少な
く
怠
い
こ

ときっ。

い
ま
の
ア
ジ
ア
で
日
本
が
健
か
れ
たヲ一

境庁
知
り
た
い

Ah
広
く
勧
め
た
い

好
苫
で
あ
る。

（
耐用浮経

済新線社・一
二GO句）

京大

東尚
ア
ジ
ア
研
究
セ
ン
タ
二

綬

矢野
．



曾

国
4・’4
h
この汚物は
巾附
は、
目LAの国益であり、
回本外
交
いうのは、
まさに泉倫であり、
さ

＝州
司h

護教授が一
九六
のあり方である。

もなければ、中
震でい
う話国主

叩即
日川市馳
九年か

ら七七
霊

語、

Z2
2
fている
チ
というもので
あろう」
という

主主
Ed
での聞に苔かれた
・高
官、
回中平和条約の
締結間
指摘は、
日本政府にとっ
てまさに

『
よ
J
－
諸諭文を一
冊にま
趨だ。
すでにこの間題に関する箆
頂門の一
針ではなかろうか。
日本

とめたもの

でるQ。
時射的
な問凶

hM諭は新聞
叫則前その他で出つく
政府
のぬ任者の中には、
同訴
はそ

に関する汗輸は一
般的に立っ
て自制
し
た観があるが、著者は「刺縦」
の
っ
ちのけで、
当面自民党もしくは

が短い。
にもかかわらず、
十年前
怠味やその性絡
を鮮細に税明し、
自
分の利益に日中条約をいかに紡

の論文がいまな

お新鮮な印匁
を脱
中閣のベ1スで平和条約
を締結す
ぴ
付けるかばかり

を考えていると

者に

号きのは、
五】の同村山眠
ト易
会」
舟あ
危険を力説している。
こ
しか思
えないものが
い
るようだ

析が凪慣れているからにほかならな
11lilia－－lil－－1111一
が、
「MW参院選
までに日中
平和

百本外交の選択』

ぃ。

一
友好
条約のメドをu
などとい
う愉

l半叩
出ぃ
，外戦略

中的教由民が岡本に
おける中
間間
－

一
織が

汲周す
るようでは、
日

本外出入

のはざまで
tl
一

組の権威であるこ
とは周知のとお
一

h
に放いはないことになる」
という

一

中間
いw政省

行一
りであるが、
中酬を中心に中ノ凋
－

一
著者の発討をかみ
レめてほしい。

裕一係、
米中
謀、
商
品里
民
一

会
議
事
罪刊

一

日中関係
塁
手
！？にし
義

一

，
、
一

一一一00円v
…

お一
インドシナ半砧
とのかかわり合
u
risi－－1011111lili－－h
一
章、
第二誌のほかに、
鈴＝一政で

1円一

などが、
大きな視野に立って縦
横
の本の申でもこのくだりは鮫も迫
は中ソ対立問題が取り上げられ、

恒一に命じられている。「米中ソ
山野
戦
力を持ってい
るように思われる。
さらに第四章ではアジア今訴が給

m
E
Z

Ed－きという則
禁示す

「これらの結めには、
震の外
じられている。
いずれ

皐去し

断一
ように、
教授は戦略的視点に立つ
交
襲
撃力が
喜されよう。
だ
いち
を
存け逆行われているう

一
て
同際問題を民主、
分析している
が、
これらの治めがほ
シヤんどされ

えに、いい窓味でのジャlナリス

幻一
のであって、
慢なる中
同問題の与
ないままH問料
品ヂ
条項人りの平和
ティyクな外交評論になっ
ている

〈一
門・ぷのほを脱している。
しかも、

友好条約という

ぷ貼険な条約u
を
の
は弘事と－
6つほかない。

言者が絶えず
蓄に開いているの

ただた

だ努
の条件で締結
芸と

（

会長寺
田久保
審）

『言論人』
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再
開
さ
れ
る
日
中
平
和
友
好
条
約
交
渉
が
仮
に
順
調
に

ア
ジ
ア
の
現
況
を
み
る
さい、
そ
の
根
底
に
あ
る
の
は

進
ん
で
妥
結
し
た
と
す
れ
ば、
日
本の
進
路
に
か
な
り
E

・中
ソ
対
立
で
あ
る
と
と
は
い
う
ま
で
も
な
い。
本
告
は、

要
な
方
向
付
け
を
与
え
る。
日
米
同
盟
を
法
盤
と
す
る
日

中
国
の
対
ソ
姿
勢
が、
一
九六
八
年
の
ソ
連の
チェ
コ
軍

中
提
携
が
成
立
し「
太
平
洋
横
断
連
携」
と
も
い
うべ
き
米

事
介
入、
翌
六
九
年
の
珍
宝
ぬ
な
ら
び
に
新
盟
ウ
イ
グ
ル

中
日
間
の
戦
略
的
連
携
の
わ
く
組
み
が
出
来
上
が
る
か
ら

地
区
で
の
中ソ
軍
事
衝
突
を
契
機
に、
対
ソ
憎
悪へ
と
転

だ。
本
件
は、
と
う
し
た
ア
ジ
ア
を
舞
台
と
す
る
国
際
関

じ、
対
ソ
臨
戦
体
制
の
強
化
を
軸
に、
中
国
の
内
政・
外

係
の
大
き
な
流
れ
を
歴
史
的
に
と
ら
え、
そ
の
な
か
に
構

交
が
組
み
立
て
ら
れ
た
経
綿
を
詳
細
に
説
明
す
る。
い
わ

む
諸々
の
因
来
関
係
を
明
快
に
解
明
し
た
好
著
で
あ
る。

ゆ
る
「
深
く
地
下
道
を
掘
り、
広
く
食
粗
を
た
く
わ
え、

著
者
は、
過
去
十
年
間
の
ア
ジ
ア
の
激
励
を
媛
り
返
り

覇
を
称
え
ず」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
よっ
て、
対
ソ
戦
略
を

そ
の
－な
か
に
お
け
る
日
本
外
交
の
位
置
付
け
を
明
ら
か
に

固
め
た
中
国
の
現
実
を
生々
と
伝
え
て
い
る。

一
日町埋も
れ
た
l書
を
引起
こ
引ーー
ル

ヤ
二

一

日
本
外
交
の
指
針
を
明
快
に
説
く

週
一

一

中
嶋
嶺
警「
日
本
外
交
の

ぽ」

♂・
一

し
て
い
る。
い
わ
ゆ
る
場
当
た
り
的
な
い
し
心
情
主
義
的

著
者の
日
中
平
和
友
好
条
約
に
対
す
る
観
点
は、
ソ
連

と
い
わ
れ
る
日
本
外
交
の
欠
点
を
鋭
く
指
摘
し、
国
際
政

の
ア
ジ
ア
集
団
安
全
保
障
構
想
に
対
抗
す
る
戦
略
的
ね
ら

治
力
学に
し
た
が
っ
て
の
理
性
的
か
つ
柔
軟
な
外
交
戦
略

い
を
持っ
た
粂
約
と
い
う
の
で
あ
り、
そ
の
眼
目
が
反
問

の
確
立
が
急
務
だ
と
説い
て
い
る。

縮
条
項
だ
と
み
る。
そ
し
て
ソ
連が、
六
九
年
六
月
の
プ
レ

著
者
は
中
国
専
門
家
と
し
て
日
名
な
だ
け
に
分
析
の
中

ジ
ネ
フ・
ド
ク
ト
リ
ン
に
も
と
づ
く
ア
ジ
ア
集
団
安
保
僻

心
は
中
国
で
あ
る。
中
共
革
命の
勝
利
か
ら
文
化
大
革
命

想
を
打
ち
出
し
た
の
ち、
七一
年エ
ジ
プ
ト
お
よ
び
イ
ン

の
あ
ら
し
を
乗
り
越
え、
中ソ
対
立
の
激
化、
米
中
和
解、

ド
と
七
二
年
に
は
イ
ラ
ク
と
そ
れ
ぞ
れ
平
和
友
好
条
約
を

日
中
接
近、
四
つ
の
近
代
化の
推
進へ
と
動
く
中
国の
歴

結
ん
だ
と
と
を
挙
げ、
ζ
れ
ら
が
い
ず
れ
も、
緊
急
時
に

史
的
大
転
換
の
過
程
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
グ
に
追っ
て
い
る。

は、
軍
事、
政
治
的
諸
問
題
を
協
議
す
る
準
軍
事
同
盟
条

持
名
は
「
日
本
外
交
の
選
択」

ーー
で
あ
る
が、
内
容
的

約
で
あ
る
点
を
指
摘
し、
乙
の
条
約
網
に
日
本
な
ど
の
ア

に
は、
中
国
｜｜
激
動
の
十
年
と
も
み
る
乙
と
が
で
き
る。

ジ
ア
諸
同
も
巻
き
込
も
う
と
す
る
の
が
ソ
連の
対
ア
ジ
ア

時司王解説昭和53年7月14日（金）

戦
略
で
あ
り、
ζ
れ
と
対
決
す
る
突
破
口
が
日
中
平
和
友

好
粂
約
だ
と
い
う
と
ら
え
方
を
す
る。

そ
と
で、
日
本
は
あ
わ
て
る
ζ
と
な
く、
中ソ
友
好
同

盟
条
約の
存
廃
が
明
ら
か
と
な
る一
九
七
九
年
四
月
ま
で

日
中
条
約の
締
結
を
待つ
で
も
遅
く
な
い
と
提
案
す
る。

ま
た
日
本
外
交
の
在
り
方
に
つ
い
て
は、
七
七
年
の
日

ソ
漁
業
交
渉の
さい
に
示
さ
れ
た
日
本
国
民
の
対
ソ
不
信

感の
裏
返
し
と
し
て
日
中
友
好ム
1
ド
に
流
さ
れ
て
は
い

け
な
い
と
警
告
す
る。
日
中
は
異
母
兄
弟
で
あ
り、
同
文

同
種
の
深い
親
近
感
で
結
ぼ
れ
て
い
る
と
と
は
く
り
返
し

述べ
つ
つ
も、
盲
目
的
中
国
賛
美
や
追
従
の
動
き
が
み
ら

れ
る
点
は
手
厳
し
く
批
判
す
る。

対
ソ
外
交
の
在
り
方
に
つ
い
て
は、
北
方
領
土
の
返
還

を
「一
億
火
の
玉」
と
なっ
て
叫
ん
で
も、
返っ
て
は
と

ない
現
実
を
冷
静
に
踏
ま
え
るべ
き
だ
と
税
き、
柔
軟
な

外
交
戦
略
を
用い
て、
ソ
辿の
経
済
的
弱
点
に
う
ま
く
乗

じ
る
外
交
の
展
開
を
提
唱
し
て
い
る。

中
国
の
巨
大
な
変
ぼ
う
に
つ
い
て
は、
林
彪
事
件、
周

恩
来
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
拡
大、
革
命
外
交
か
ら
国
家

外
交へ
の
転
換、
天
安
門
事
件、
部
批
判、
四
人
組
い岩

波、
部
復
活、
準
国
錦
体
制
の
成
立
ま
で
透
徹
し
た
歴
史

的
展
望
を
試
み
て
い
る。
ま
た、
米
国
が
ニ
ク
ソ
シ
時
代

以
降
グ
ア
ム・
ド
ク
ト
リ
ン、
新
太
平
洋
ド
ク
ト
リ
ン
を

経て
イ
ン
ド
シ
ナ
峨
争
の
終
結、
米
中
接
近
に
大
き
く
転

換
し
て
行っ
た
過
程
の
解
明
も
著
者
な
ら
で
は
の
鋭
さ
を

感
じ
さ
せ
る
も
の
が
あ
る。

（
佐
藤
紀
久
夫）

（
東
洋
経
済
新
報
社
発
行H
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
本

石
町一
の
四

て
ニ
O
O
同）

( 13 ) 


